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本研究は ､
ヒ トの 言語罷知にき わめて重要な役割 をはた し､ 解剖学的な同定

が待たれ て い るもの の ､ 個体差が大き い ため ､ 同定がなかなか難 しか っ た ヒ ト

の 聴覚野を ､ p a r v al輸 血i n 免疫染色を用 い て 比較的容易に 同定する こ とを目的と

したも の で , 下記 の 結果を得て い る｡

且_
申 ラ ッ ト､ ネ コ

､ サ ル とも細胞構築学的に同定された
一 次聴覚野 に 一 致 して

p a T V al b u m i n 免疫艶色で強い 染色性を認め ,
こ の 塾色性 は

一 次聴覚野 か ら二次聴

覚野､ 聴覚関連野 と移行する に したが っ て ､ 低下 する こ とがわ か っ た ｡ また

p a r v a lb u m i n 粂色は介在n e u r o n を染めると宮われて きたが ､
い ずれ の 種で も､ 聴

覚野 の 中型 か ら大型の 錐体細胞 の
一 部 を染色する こ とがわ か っ た｡

.
2 ｡ 固定状態が還流固定に 一 番近 い とい われ る死後4 - 5 時間以 内の4 % パ ラホ

ル ム ア ル デヒ ド固定に よる ヒ トの 結果 で も 一 次聴覚野 に 一 致 して 強い 染色性 を

薄 めた o こ れ ら の p a r v al b u m i n の免疫反応 は神経細胞 とn e u r o pil に 認 められたo

n e ur o pil の 異なっ た染色性 により ､ サ ル で文献的に述 べ られたように4 つ の 区域

に分類 でき､
これ を ､ z o n e I(濃 い 染色牲 を示す中心 の核となる区域) ､

z o n e 2( そ

の 周囲の 中程度 からやや濃 い 染色性を示す区域 ) ､ z o n e 3( やや弱 い免疫活性を

示す二 番目 の 区域 の周囲の領域) ､ z o n e 4( 肉眼的にほ とん ど免疫活性の 認められ

な い 三番 目 の 区域 の鼎囲の 領域) と分類 でき ､
こ れは

一 次聴覚野 ､ 二次聴覚野･､

聴覚関連領域によく
一 致 した. また聴覚野 の 錐体細胞の 染色性 も霞 めたo

3 . 固定状態としては ､ あまりよくない酸性* ) レ マリン 固定によるヒトの 結果でも同様に

- 次聴覚野に
-

致して , p a r v a lb u m i n の 強い染色性を静めたo また聴覚野の 錐体細

胞 の染色性も藩めた｡

4
, 側頭平面上 の H e s chl の横回 は形態学的にそれぞれの 症例で異なっ てい た｡ 連続
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切片を用 いた結果で は, 細胞構築学的 一 次聴覚野(k o mi o c o rt e x) はH es c hl の第
-

横

河で 見られ ､
二 次聴覚野(p a r ak o ni o c o rt e x) は主にH e s chl の 第 二横回 で 見られ ,

k o ni o c o rt e x を取り巻き上側頭回と側頭平面 にひ ろがっ て いたo
･

5 . p a r v al b u mi n はカル シ ウム 結合蛋白で ､ 主に G A B A 作動性 のi nt e r n e ぴ O n の集団

に発現 し､ 発現 の程度は神経 の活動性に よ る こ とがわか っ てきて おり ､ 聴覚野

の 熟め分 蜘ま､ 主に視床から の 入力の 差に よるも の と考えられ たo
マ ウス で ､

p a r v a l b u m i n がi nte m e u r o n だ けで なく ､ 皮質と線条体を結ぶ経路 の感覚野 の錐体

細胞 を染め る こ とが 明ら か に され つ つ あり ､
これ はg ul uta m at e噛 c とG A B A 作動

性 の皮質線条捧経路で の線条体 - の 抑制回路で ある こ と か ら､ 聴覚野に お ける

p a r v al b u m i n 陽性錐体細胞も線条体 - の 投射経路を示す細胞で ある と考え られ

た o

以上 ､ 本論文は ､ ラットからヒトにいたる比較解剖を行っ ての p a r v al b u m i n 艶色に よる

聴覚野 の地 図つ く り であるが ､ p a r v a lb u m i n に よる染色性 の 遠い とい う比較的容

易な方法 で聴覚野 を染め分ける こ とが示 された｡ また今まで染色性が明らか に

され な か っ た錐体細胞に染色性 を示 した こ とに より､ 聴覚野 の 行動 - の抑制性

経路の 存在 を示 した o 以上 の こ と か ら､ 聴覚野 の 同定に重要 な貢献 をなすと考

えられ ､ 学位 の授与に健するもの と考えられ るo
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